
　図のように，辺の長さがの正方形があり，辺の中点を

とする。直線と直線の交点をとし，直線，の延長上にそれ

ぞれ点，をとるとき，辺，半直線，に接する円（傍接円）の

半径を求めよ。
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解　　頂点を原点として，図のように座標軸を

定める。　　  ，  ，
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さらに，位置ベクトルとして，  ，  ，  とし，

この場合，傍接円の中心（傍心）を  とする。

傍心の位置ベクトル（「山脇の超数学」参照）

を△に適用して，
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ここでの成分，つまりの座標がに等しいから，



    




  




  

　　　
   


　　　

    

 







  





 ， ＝  









， 



＝ 

傍接円の半径を求める! 
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解　図のように，傍接円の中心をとし，

傍接円と辺半直線との接点を

それぞれ，，とする。

点は，の二等分線上にあるので，

とする。
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図 3 解　  

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，，　傍接円の中心から辺
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図 4 

　　　正方形が絡んだ「傍接円の半径を求める問題」で

あるが，つの解法を考え出した。じっくり味わってほしい。

解は面積に結びつけて求める解法，解は座標軸をとり，

傍心の位置ベクトルから座標につなげて求める解法，

解と解４は，傍心が外角あるいは内角の二等分線上の点で

あることを利用して，三角関数から求める解法である。


